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1. はじめに 

近年，うつ病患者の増加は深刻な社会問題となっている．

厚生労働省の発表によると，平成 23 年の患者数は 95.8 万

人であり，平成 8 年の 2 倍以上にまで増加している．うつ

病患者の増加は専門医の負担が増大し，結果的に症状の発

見が遅れてしまう可能性がある． 

 専門医の負担を軽減するため，キラナら[1]によって「顔

の表情認知を用いた自己診断検査手法」が提案された．こ

の手法では，患者に表情と表情強度を変更させた顔画像を

提示し，肯定的・否定的で判定させる．その後，患者によ

る判定結果と実表情の差によってうつ病の疑いを検証する．

顔画像を利用することで，従来手法と比較して，患者に結

果を予測されにくくなり，問診型の自己診断検査手法で存

在した問題点が改善された．  

一方で，顔表情認知を用いた自己診断検査手法では，利

用する顔画像によっては，結果に影響を与えてしまうとい

う可能性が存在する．具体的には，患者が持っているトラ

ウマやコンプレックスによって，特定の顔に対して異常な

反応を示すなどが考えられる．そのため，利用する顔画像

の印象を分析が非常に重要になっている． 

そこで，本研究では，顔の印象に対して定量的表現を行

うこと，定量的評価の結果を利用して被験者の個人差であ

る自分自身の顔（以下，自己顔）と選好する顔の間の関係

性を定量的に分析することにより，顔の印象を決定する個

人差を検証することを目的とする． 

2. 原理 

2.1 顔タイプ 

顔タイプとは，上田ら[2]によって提案された指標で，人

の顔が与える印象によって，顔を複数のタイプに分類する

ものである．上田らは，快－不快次元上で顔を分類し，そ

れぞれ positive type と negative type と定義した．positive 

typeとは中立表情時に人に快印象を与えやすい顔，negative 

typeとは不快印象を与えやすい顔である． 

また，上田ら[3]は顔タイプを判別するために重要になる

要素についても説明している．上田らによると，顔タイプ

の判別において重要となる要素は口と頬である．口につい

ては，positive type と判別される顔は口角が上向きで丸み

を帯びた形状の口，negative type と判別される顔は口角が

下向きで横に伸びたような形状の口であると説明している．

また，頬の起伏については，positive type では，頬が顔の

内側に向かって隆起しており，negative type では，頬が顔

の外側に向かってわずかに隆起していると説明している． 

2.2 顔特徴量 

本研究では，個々の顔を定量的に表現するため，顔特徴

量を用いた評価を行う．顔特徴量とは顔部品の大きさや縦

横比等の形状特性や位置・距離情報を定量的に示したもの

である．顔特徴量の算出には，Honda ら[4]の研究で用いら

れた特徴点を利用する．特徴点は全 50 点の特徴点から構

成されている．顔の印象には目や口をはじめとする形状的

特徴量が重要であると言われている．そこで，本研究では，

Honda らが研究で用いた特徴量のうち，以下の六つの特徴

量を利用する． 

・目の形状 

・目の大きさ 

・目の傾き 

・唇の厚さ 

・口の大きさ 

・鼻の形状 

3. 選好要因の検証． 

3.1 実験手順 

被験者が選好する特徴量を検証するため，印象評価実験

を行った．被験者は 20 代男性 11 名である．提示顔画像は，

男性顔画像 58 枚，女性顔画像 65 枚であり，前髪や髪型の

影響を取り除くため、トリミング処理を行った． 

実験画面を図 1 に示す．実験は，キラナら[1]の手法にな

らい，被験者に顔画像を 1 枚ずつ提示し評価させた．評価

は，2.1 節で示した分類軸の一つである快－不快次元上で

行い，快方向から順に，ポジティブ強（+3），ポジティブ

中（+2），ポジティブ弱（+1），ネガティブ弱（-1），ネ

ガティブ中（-2），ネガティブ（-3）の 6 段階で行う．顔

画像の提示順は，“男性顔画像”，“女性顔画像”の順番

で提示し，各顔画像の提示順は被験者で共通とした． 

また，被験者の自己顔の特徴量を抽出するため，被験者

に対して顔写真を撮影させてもらった．撮影時には，眼鏡

等の顔の一部が隠れるような装飾品は身に着けないように

指示を行った．撮影した顔画像に対し，提示顔画像と同様

に特徴点を取得し，特徴量を算出した． 

 

図 1 実験画面 
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3.2 共通選好要因の検証 

被験者による印象評価の平均値と顔特徴量間に対して相

関分析を行った結果を表 1 に示す．なお，太文字で示した

部分が相関値+0.4 以上または-0.4 以下の中程度の相関が認

められたものである．その結果，男性顔画像においては，

LIPS（r = +0.49），MOUTH（r = - 0.44），NOSE（r = 

+0.46）に対して中程度の相関が認められた．一方で，女

性顔画像においては，LIPS（r = +0.54），MOUTH（r = - 

0.69）に対して中程度の相関が認められた．よって，被験

者が顔の印象を評価する際，共通の選好要因として，口を

重要視することが示唆された．また，具体的には被験者が

共通して選好する特徴量が「薄い唇」「大きな口」である

ということも示唆された．また，この結果は，上田ら[3]の

研究において，快－不快次元の分類には口が重要であると

いう結果と同様の結果となった． 

3.3 自己顔との関連性の検証 

自己顔と被験者が選好する顔の関係性を検証するため，

被験者ごとに選好する顔の特徴量の定義を行う．本研究で

は， 3.1 節で行った各被験者の印象評価結果を利用して，

選好顔の特徴量を算出する．具体的には，肯定的と判断さ

れる positive 顔の各顔特徴量は，最高点を獲得した顔の特

徴量の平均で求められ，否定的と判断される negative 顔は

最低点を獲得した顔の特徴量の平均で求められる．求めら

れた特徴量と，被験者自身の特徴量の相関値を求めること

により，検証を行う． 

4. まとめ 

本研究では，顔の印象を定量的に表現し，被験者が共通し

て選好する特徴量の検証を行い，自己顔との関係性の検証

について提案した．その結果，被験者が共通して選好する

特徴量に関しては，“口”が重要であるということが示さ

れ，特に「薄い唇」が重要であるということが示唆された．  

今後の展開としては，顔特徴量の追加と視線追跡を用い

た検証を行う．顔特徴量の追加では，本研究で用いた顔部

品の形状特性に，安田[5]の研究で用いられた顔部品の位

置・距離情報などを加えることで，分析の拡張を行う．ま

た，視線追跡を用いた検証では，中森ら[6]が顔画像の好み

と瞳孔径の動きや注視点の関係性を示しているため，本研

究についても，印象評価時の被験者の視線の動きや注視点

を利用し，選好判断との関係性を検証する．  

 

表 1 共通選好特徴量の相関値  

特徴量名 男性顔画像 女性顔画像 

EYE1 ＋0.22 ＋0.10 

EYE2 －0.18 －0.05 

EYE3 －0.04 －0.11 

LIPS ＋0.49 ＋0.54 

MOUTH －0.44 －0.69 

NOSE ＋0.46 ＋0.21 
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